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平成19年度第1回クリティカリレヾス実践セミナーin熊本
―クリティカルバスの概念 必要性の理解と作成活用能力の向上―

大阪府済生会中津病院副院長 総合診療内科部長 川 嶋成乃亮

ヽ 基調講演をいただき ご自分が作業部会委員長であった経験を

II.・まえ 国の方針や未来に向けての課題を提言していただきまし

た.初日のテーマは[院内暴力 苦 情マネジメントー患者と医療

者自身の安全を確保するためにJでした。医師をはじめ 大学や病

院で活躍する多職極がシンポシストとして報告してくださいま

した 初日最後は「想者クレームから学ぶ医療1「故発生後の家族

の説明についてJをテーマとしてロールプレイをしました.演者

と参加者を交え医療者の姿勢が家族にⅢlを抱かせるのかについ

て熱く語り合いました.

2日 目は「テームで1文り紅む医療安全Jをテーマに医療従事者

それぞれの立場から議論がなされました 最後の総台討論も会場

からの多岐にわたったご意見 質問をいたださ 会場から成果を

あげた方法も提示され 会場が一体になった熱気のある一日でし

た。皆さんのご協力のもと 両日とも充実した内rTの医療安全分

科会になりました。

このような力強い仲11がそれぞれの現」■Uでlf躍さオ1ている様

子を■見し 日本の医療安全がいい方向に向かつていることを確

信しました.皆様に感謝いたします.

クリティカルバス作成

グループワーク風景

平"い 9年 9月 12日 13日、

日 、ア病院機構熊本医療セ ン

ター地域医療研修センターに

てクリティカルバス実践セミ

ナーが,InFされました.

私は 本年から院内パス運

営委員長となったのですが

クリティカルバスに関しては

勉強は したものの 実際に作

成に加わったことがありませ

んでした。そういうわけで 「新米委Fl長 しつかり勉強して来い」

となり こ のセミナーヘ他の 3人 のメンバー (医師 理学療法士

事務)と一緒に参加しました。セミナー初Iは [クリティカルバス

の現状と展望][ク リティカルバスの基本と作成のポイント〕[■

子クリティカルバスの基本][地域連枡クリティカルバスの基本]

という計義のあと1()人のグループに分かれ、翌日に行うクリティ

カルバス作成のテーマを決めることになりました。私のグループ

は 循環器のrttniの方が多くおられ 私も元々は循環器医です

ので [合ljI症を有さない急性心筋梗黎1のクリティカルバスを作

ることになりました。そのあとは現在国、′病院機構熊本医療セン

ターでll用されている電子クリティカ,'パスの見学を行いまし

た。我々の施設はいまだ紙カルテですが近い将来電子カルテを導

入する予定であり その場合当然電子クリティカルバスとなると

考えられ勉強になりました そして院内クリテ ィカルバス大会を
HL学し 初日が終了しました.V日 は決めたテーマで実際にクリ

ティカルバスを作りそれを発表したのですが 多職種のメンバー

が それぞれの立場からわいわいといいながら クリティカルバ

スを作成するのは実に面白く また当然視野も広くなり かつ効

率的にクリティカルバスが作成できました。

我々の施設においても 多くのクリティカルバスがあるもの

の クリティカルバスとしての完成度は必ずしも高いとはいえな

いのが現状であり 運営にも改善するべき面が多く見られ 今回

のセミナーを我々の施設でのクリティカルバスの発展 運営に11

かしていきたいと思います.

平成 19年 7月 21日 (■ )

宮城県栗原 市東原 文化会館

にお いて宮城地 方 会(会 長

櫻丼芳明 コ立病院機構仙台医

療セ ンター名誉院長)の第 2

コ学術総会を1111人 栗原市立

栗原中央病院長 4 泉ヽ1券で開催

しました -1,演 題は20題 特

別1講演Iは「医療の質を保証す

るためのしくみづくりについてJ医 療の質が日llから評価される

との東北大 上原鳴夫教授 特別庸 演IIは『イキイキと働ける職場環

境作り「フィッシュ llr学の導入J』をビデオを'F月1した東京慈恵

医大病院 大木美名子商1看護部長のお話してした。いずれも時間の

制限がありましたが 参ll者の期待以上のexci●ngな ものでした.

シンポジウム嘔 療安全からみた経口来の管理Jは 人mi薬 斉I師 看

確師が演者で行われました。この問題は病 tuでの知Vlの安全の現

rlの大きな弱点であり 関心が高く最後まで多くの1は衆が残り 活

発な討論が行われました。スタッフを含め220名 と地方の町で参

加者の多い会を開催できたことを関係者―F・撼 謝しております。

第 2回 宮城地方会
世話人 1栗原市立栗原中央病院院長 小 泉 勝

第 5回 高知県地方会
当番世話人 :高知赤十字病院副院長 中 村章―郎

平成19年度第1回(通算第8回)医療安全分科会
テーマ :チームで取り組む医療安全

東京医療保健大学 坂 本すが

1日日はまず福永秀敏先生に「医l1/安全対策の今後」として/

平,い9イl:11月3日 4日 と

2日‖"にわたって医療安全分科

会が日 アヽ|コ際医療センターで

開催されました.定員150名は

早々にいっばいになり 今回も

大盛況のうちに終わりました.

さて内容ですが 今年は 2

ロロ1で2つ のテーマで構成し

ました

平成 19年 8月 26曰 (口)

第 5回 日本 べ殊マ ネジメン

ト学会 高矢県jL方会が「高知

市文化プラザかるぼ―とJに

て開催されました。参加者は

年々増加 し 今1:は29 1名 の

参加でした。
一般演題は 医療安全 ク

リティカルバス lL l●k連携 ′

会 場 風 景

ロールプレイ風景
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